
 
 

今
年
の
夏
は
突
然
の
猛
暑

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
こ
の
先

ど
う
な
る
こ
と
や
ら
と
心
配

し
ま
し
た
が
、
暑
さ
も
落
ち

着
き
を
取
り
戻
し
、
夏
が
駆

け
抜
け
て
い
ま
す
。
平
和
台

の
皆
様
は
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。 

 参
議
院
選
挙
終
わ
る 

 連
日
熱
戦
が
続
く
高
校
野

球
や
華
や
か
な
都
市
対
抗
野

球
な
ど
恒
例
の
夏
の
祭
典
が

行
わ
れ
て
い
る
中
、
第
二
十

三
回
参
議
院
選
挙
が
終
了
し

ま
し
た
。 

結
果
は
、
マ
ス
コ
ミ
等
の

予
想
通
り
に
与
党
が
議
席
を

大
き
く
伸
ば
し
、
自
民
党
の

圧
勝
「
ね
じ
れ
」
の
解
消
が

実
現
し
ま
し
た
。
昨
年
末
に

発
足
し
た
第
二
次
安
倍
内
閣

は
有
権
者
か
ら
「
合
格
点
」

を
も
ら
う
形
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
来
年
四
月
に
予
定
し
て

い
る
消
費
税
増
税
や
社
会
保

障
改
革
な
ど
、
国
民
の
負
担

に
関
わ
る
難
題
に
着
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

ま
ず
は
、
危
機
的
な
財
政

の
健
全
化
に
加
え
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
成
長
戦
略
の
具
体

化
を
行
い
、
有
権
者
で
あ
る

国
民
の
皆
さ
ん
が
景
気
回
復

を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
否
か
が
焦
点
に
な
っ
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

れ
が
で
き
な
け
れ
ば
、
安
倍

政
権
へ
の
不
満
が
高
ま
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。 

今
後
、
大
型
選
挙
は
三
年

後
の
衆
参
同
日
選
挙
と
の
見

方
も
あ
り
、
安
倍
政
権
は
政

策
の
実
行
に
専
念
す
る
時

間
・
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

憲
法
改
正
問
題
も
含
め
、
賛

否
が
割
れ
る
諸
課
題
に
安
倍

首
相
の
手
腕
が
問
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

六
月
定
例
市
議
会 

 そ
ん
な
中
、
我
孫
子
市
の

六
月
定
例
市
議
会
は
、
六
月

三
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
の

十
九
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

布
佐
ポ
ン
プ
場
築
造
工
事

(

機
械
・
電
気)

委
託
協
定
の

締
結(
十
四
億
四
千
三
百
万

円)

、
公
益
財
団
法
人
千
葉
県

下
水
道
公
社
へ
委
託
、
市
民

活
動
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
指
定

管
理
者
制
度
の
導
入
、
子
育

て
会
議
条
例
の
制
定
、
一
般

会
計
の
補
正
予
算
、
な
ど
十

三
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
最
終
日
に
議
案
二

件
（
体
育
館
や
つ
く
し
野
多

目
的
広
場
の
高
齢
者
を
対
象

と
し
た
利
用
料
見
直
し
）
の

条
例
が
撤
回
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

個
人
質
問
に
登
壇 

 私
は
六
月
議
会
で
個
人
質

問
に
登
壇
し
、
こ
れ
か
ら
の

公
有
財
産
の
適
正
管
理(

フ

ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

手
法
の
導
入)

、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
基
本
方
針

な
ど
質
問
と
提
言
を
行
い
ま

し
た
。 

我
孫
子
市
の
現
状
で
気
に

な
る
こ
と
は
、
一
つ
目
は
、

人
口
減
少
に
つ
い
て
で
す
。

一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災

（
三
．
一
一
）
以
降
、
平
成

二
十
三
年
四
月
か
ら
平
成
二

十
五
年
五
月
末
ま
で
の
二
年

二
か
月
間
で
、
約
二
千
二
百

人
減
少
し
、
し
か
も
人
口
減

少
が
今
も
続
い
て
い
る
こ
と

で
す
。
お
隣
の
柏
市
は
一
時

的
に
人
口
が
減
少
し
て
も
す

ぐ
に
ピ
ー
ク
時
の
人
口
に
戻

り
ま
し
た
が
、
我
孫
子
市
の

人
口
減
少
問
題
は
、
今
後
の

我
孫
子
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

大
き
な
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い

ま
す
。
二
つ
目
は
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
復
興
に
つ
い

て
で
す
。
液
状
化
が
発
生
し

た
布
佐
東
部
地
区
に
お
い
て

市
営
の
復
興
住
宅
の
建
設
や

液
状
化
対
策
に
向
け
て
意
向

調
査
を
行
う
な
ど
、
今
年
九

月
を
目
途
に
整
備
の
方
向
性

を
ま
と
め
る
段
階
と
な
っ
て

い
ま
す
。
三
つ
目
は
、
放
射

能
対
策
で
す
。
柏
市
、
流
山

市
、
松
戸
市
か
ら
搬
入
さ
れ

て
い
る
高
濃
度
の
焼
却
灰
問

題
、
一
時
保
管
施
設
の
対
応

は
、
最
終
的
に
は
国
が
最
終

処
分
場
を
国
の
責
任
で
平
成

二
十
六
年
度
末(

平
成
二
十

七
年
三
月)

ま
で
に
千
葉
県

内
に
建
設
で
き
る
か
否
か
が

争
点
に
な
っ
て
い
ま
す
。 
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＊『あびこ未来会議』 開催のお知らせ＊  
我孫子市議会の会派「あびこ未来」(グループ名) ( 印南 宏代表、早川真、坂巻

宗男、飯塚まこと)では、第6回「あびこ未来会議」(市政懇談会)を下記のごとく開
催します。今回も多くの方々のご参加を心より、お待ちしております。 
(予約の必要はありません。どうぞお気軽に、ご参加をお願いします。) 

 
テーマ：我孫子市の諸課題・みんなで考えよう我孫子の未来！！ 
    （６月定例市議会報告・財政貧乏度ランキング他） 
日  時：7月30日(火) ※初めて平日に設定しました。  
    午前 10時00分～根戸近隣センター ☎7183-5363 
    午後  3時30分～湖北地区公民館(中里81-3) ☎7188-4433  

❤♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯♯❤ 
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個
人
質
問(

要
旨) 

 
■
印
南 

宏
の
質
問
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。 

（
ネ
ッ
ト
中
継
・
録
画
で
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ご
覧
い
た
だ
け

た
ら
幸
い
で
す
。
） 
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大
綱
Ⅰ 

 

こ
れ
か
ら
の
公
有
財
産
の
適
正
管

理
に
つ
い
て
… 

 

①
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン(

行
政

の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化)

 

フ
ァ
シ

リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の
導

入
に
つ
い
て
第
二
次
行
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
に
お
け
る
公
有
財
産
の

適
正
管
理
の
進
捗
度
に
つ
い
て

(

施
設
白
書
の
作
成
・
方
針
づ
く
り

な
ど)

 

②
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(

Ｆ
Ｍ)

手
法
の
導
入
に
対
す
る
市

長
の
考
え
方
（
公
共
施
設
再
編
計

画
の
作
成
に
向
け
て
見
え
る
化
の

実
現
を
！
） 

 

印
南
→ 

我
孫
子
市
は
人
口
の
減

少
、
税
収
の
減
に
よ
る
財
政
難
が

進
行
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進

展
な
ど
当
市
を
取
り
巻
く
環
境
が

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
特
に

人
口
減
少
は
六
月
議
会
の
市
政
一

般
報
告
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
平
成
二
十
三
年
四
月
か
ら
平

成
二
十
五
年
五
月
末
ま
で
の
二
年

二
か
月
で
約
二
千
二
百
人
も
減
少

し
て
い
ま
す
。 

財
政
面
で
は
年
々
市
税
収
入
が

減
り
続
け
、
経
常
収
支
比
率
は
平

成
二
十
二
年
度
９
０
．
５
％
、
平

成
二
十
三
年
度
も
９
１
．
２
％
、

つ
ま
り
追
加
的
な
新
規
施
策
の
余

力
は
我
孫
子
市
の
財
政
総
額
の
一

割
程
度
の
金
額
の
範
囲
し
か
な
い

こ
と
を
数
値
は
明
ら
か
に
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
我
孫
子
市
を

め
ぐ
る
急
激
な
環
境
変
化
・
悪
化

に
対
し
、
私
た
ち
は
行
財
政
改
革

の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
あ

ら
ゆ
る
施
策
の
見
直
し
を
し
、
我

孫
子
市
を
持
続
可
能
な
ま
ち
に
し

て
い
く
こ
と
が
今
、
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

今
回
の
私
の
個
人
質
問
で
は
、

第
二
次
行
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン

（
平
成
二
十
四
年
度
～
二
十
六
年

度
の
三
か
年
計
画
）
に
あ
る
行
政

の
ス
リ
ム
化
・
効
率
化
の
分
野
に

入
っ
て
い
る
「
公
有
財
産
の
適
正

管
理
」
に
つ
い
て
、
的
を
絞
っ
て

質
問
と
提
言
を
行
い
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
我
孫
子
市
の
公
有
財
産

で
あ
る
施
設
や
土
地
、
建
物
の
全

資
源
を
有
効
活
用
し
て
い
く
た
め

の
手
法
で
あ
る
「
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
本
格
的
な
導

入
」
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
強
く
訴
え
ま
し
た
。 

 

大
綱
Ⅱ 

 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
基
本

方
針
… 

 

①
策
定
ま
で
の
大
日
程
（
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
） 

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
整
備
計
画
の
検

証
結
果 

③
我
孫
子
市
の
目
指
す
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
将
来
像 

 

④
行
政
の
役
割
、
あ
ら
た
な
取
組

施
策
に
つ
い
て 

・「
仮
称
」
地
域
会
議
と
ま
ち
づ
く 

り
協
議
会 

・
総
合
交
付
金 

・
報
酬
の
在
り
方 

・
地
区
担
当
職
員
制
度
の
導
入 

・
モ
デ
ル
地
区
の
選
定 

・
先
進
自
治
会
の
動
き
と
評
価 

⑤
進
捗
管
理
で
き
る
組
織
の
設
置

と
推
進
計
画
の
策
定 

 

印
南
→ 

近
年
、
地
域
に
お
け
る

共
同
意
識
が
希
薄
化
す
る
中
、
地

域
活
動
の
担
い
手
の
高
齢
化
や
担

い
手
不
足
な
ど
、
暮
ら
し
の
基
盤

と
な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
衰

退
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
で
基
本
構
想
の
見
直
し

の
柱
で
あ
る
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
再
構
築
」
を
目
標
に
し
、
具

体
的
に
は
、
昨
年
か
ら
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
た
め
の

基
本
方
針
を
策
定
す
る
作
業
が
市

民
委
員
を
中
心
に
鋭
意
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。 

 

地
域
に
は
今
、
様
々
な
課
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
た

に
課
題
が
次
か
ら
次
へ
と
生
ま
れ

て
く
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
。

我
孫
子
市
に
お
い
て
、
い
か
に
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
し

て
「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
ん
で

み
た
い
」
と
い
わ
れ
る
街
に
す
る

た
め
に
、
こ
の
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
活
性
化
」
が
大
き
な
カ
ギ

を
握
っ
て
い
る
と
私
は
考
え
て
い

ま
す
。
将
来
に
禍
根
の
残
す
こ
と

の
な
い
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

性
化
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

                  

■
宏
は
こ
う
考
え
る
！ 

 

「
参
議
院
選
挙
後
の
課
題
・
監
視
を

怠
ら
ず
！
」 

 第
二
十
三
回
参
議
院
選
挙
が
終

わ
っ
た
。
皆
さ
ん
は
結
果
を
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
か
？

そ
れ
に
し
て
も
、
選
挙
戦
終
盤
に

発
表
さ
れ
た
「
世
論
調
査
」
は
良

く
当
た
る
。
マ
ス
コ
ミ
の
予
測
報

道
の
正
確
さ
、
結
果
の
食
い
違
い

が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ
と
に
驚
く
。

国
民
は
経
済
重
視
で
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
争
点
と
し
た
自
民
党
支
持
に

大
き
く
傾
い
た
。
確
か
に
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
り
、
日
本
を
覆
い
か

ぶ
さ
っ
て
い
た
暗
い
空
気
が
一
変

し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。 

今
後
は
六
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
日
本
再
興
戦
略
」
の
諸
施
策

が
確
実
に
実
行
で
き
る
か
否
か
が
、

日
本
経
済
の
今
後
の
命
運
を
左
右

 
印南 宏 現在の主な役職  

我孫子市議会 
会派「あびこ未来」代表(無所属) 
総務企画常任委員 
農業委員会委員(議会選出) 
我孫子市成田線を便利にする議員の会副会長 
柏市・我孫子市議員協議会世話役 

連合千葉関係 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

電機連合関係 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール連盟顧問 
新聞奨学生ＯＢ会相談役（前会長）など 
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す
る
。
第
三
の
矢
で
あ
る
成
長
戦

略
、
ど
ん
な
施
策
を
、
ど
ん
な
方

法
で
、
誰
が
具
体
的
に
行
っ
て
い

く
の
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
事
業
が

拡
大
し
、
雇
用
の
増
加
や
賃
金
ア

ッ
プ
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
か
が

最
も
重
要
で
あ
る
。 

「
ね
じ
れ
」
を
解
消
し
た
政
府

は
、
改
憲
の
動
き
も
活
発
化
し
て

い
く
。
改
憲
の
進
め
方
に
よ
っ
て

は
国
論
が
割
れ
る
。
国
民
の
理
解

を
得
る
た
め
に
は
政
党
間
協
議
を

重
視
し
、
よ
り
活
発
な
国
会
論
争

の
中
で
物
事
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
よ
う
な
非
常

時
の
政
策
に
は
必
ず
困
難
な
「
出

口
」
が
控
え
て
お
り
、
覚
悟
し
て

通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

歴
史
は
教
え
て
い
る
。 

 

日
本
の
真
の
強
さ
と
い
う
も
の

は
経
済
力
や
改
革
す
る
力
で
あ
り
、

企
業
、
労
働
者
、
消
費
者
の
力
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。
軍
事
的
な
能
力
や
、
近
隣
の

外
国
に
対
す
る
挑
発
的
な
姿
勢
で

強
ま
る
こ
と
で
は
な
い
。
国
民
の

愛
国
心
だ
け
を
あ
お
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
政
治
を
押
し
進
め
よ
う
と

す
る
と
大
変
な
こ
と
に
な
る
。 

こ
れ
か
ら
各
党
が
選
挙
で
訴
え

て
き
た
政
策
・
公
約
を
確
実
に
実

行
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
、
し
っ

か
り
監
視
し
て
い
く
こ
と
が
私
た

ち
国
民
の
義
務
だ
と
考
え
て
い
る
。 

     
 

「空
き
家
適
正
管
理
条
例
の
制
定
」 

 私
は
六
月
議
会
の
総
務
企
画
常

任
委
員
会
で
「
空
き
家
適
正
管
理

条
例
」
の
必
要
性
を
強
く
訴
え
ま

し
た
。
今
年
二
月
に
発
表
さ
れ
た

我
孫
子
市
空
き
家
調
査
実
態
報
告

書
で
は
、
対
象
件
数
三
万
八
千
六

百
七
十
六
軒
の
う
ち
、
自
治
会
等

の
調
査
等
で
外
観
や
周
辺
環
境
上
、

空
き
家
だ
と
判
断
さ
れ
た
軒
数
は

四
百
十
九
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

空
き
家
が
市
内
で
増
加
傾
向
に
あ

り
、
倒
壊
や
火
災
、
防
犯
上
の
不

安
な
ど
を
訴
え
る
声
が
市
民
か
ら

多
く
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

 
千
葉
県
内
で
は
、
お
隣
の
柏
市

な
ど
五
市
が
既
に
「
空
き
家
条
例
」

を
整
備
し
て
い
ま
す
。
東
葛
地
区

で
は
六
月
議
会
に
お
い
て
野
田
市

が
空
き
家
適
正
管
理
条
例
案
を
議

会
に
上
程
し
、
現
在
審
査
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
、
私
の
質
問

で
執
行
部
は
今
年
十
二
月
議
会
を

目
途
に
我
孫
子
ら
し
い
空
き
家
適

正
管
理
条
例
を
制
定
す
る
旨
、
現

在
鋭
意
事
務
が
進
め
て
い
る
と
の

回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

私
は
現
在
の
我
孫
子
市
は
、
東

西
の
人
口
分
布
に
格
差
が
生
じ
て

い
る
こ
と
や
市
全
体
で
人
口
減
少

が
続
い
て
い
る
な
ど
を
考
慮
す
る

と
「
空
き
家
」
を
単
に
安
全
・
安

心
の
た
め
管
理
す
る
条
例
と
す
る

だ
け
で
な
く
、
人
口
増
に
向
け
た

市
の
東
側
地
区
（
成
田
線
沿
い
）

に
住
民
を
誘
導
す
る
仕
組
み
の
あ

る
「
空
き
家
適
正
管
理
条
例
」
が

必
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
管
理
が
不
十
分
な

空
き
家
に
対
し
て
市
の
実
態
調
査

や
指
導
、
勧
告
、
命
令
、
公
表
を

可
能
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
老
朽

化
が
進
ん
で
危
険
な
空
き
家
に
対

し
て
は
建
材
の
飛
散
防
止
な
ど
緊

急
措
置
を
市
が
実
施
し
て
、
費
用

は
所
有
者
に
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
管
理
不

全
な
空
き
家
を
減
少
さ
せ
る
た
め

の
支
援
策
と
し
て
は
、
市
が
建
物

の
寄
付
を
受
け
付
け
、
そ
の
後
建

物
を
取
り
除
き
、
跡
地
の
有
効
活

用
を
地
域
住
民
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
、
危
険
と
認
定
さ
れ
た

空
き
家
は
、
撤
去
費
な
ど
の
助
成

制
度
を
設
け
て
速
や
か
な
撤
去
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
所
有

者
が
売
却
や
賃
貸
を
希
望
し
て
い

る
空
き
家
に
対
し
て
は
、
空
き
家

情
報
を
登
録
し
て
公
表
し
、
対
象

物
件
に
は
改
修
費
用
の
助
成
制
度

を
設
け
る
な
ど
、
流
動
性
を
促
す

「
我
孫
子
市
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
」
を
創
設
す
る
な
ど
が
必
要
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。 

平
成
二
十
五
年
十
二
月
を
目
途

に
条
例
が
整
備
で
き
る
よ
う
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

  
   

 
      

放
射
性
物
質
に
よ
る
汚
染
状
況

に
つ
い
て 

 

福
島
第
一
原
発
の
事
故
以
降
、

我
孫
子
市
は
国
の
「
放
射
性
物
質

汚
染
対
処
特
別
措
置
法
」
に
基
づ

き
、
「
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
」

に
指
定
さ
れ
、
除
染
実
施
区
域
を

市
内
の
全
小
学
校
区
内
の
全
街
区

を
対
象
と
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、「
我
孫
子
市
放
射
性
物

質
除
染
実
施
計
画(

一
次
、
二
次)

」

を
策
定
し
、
優
先
順
位
及
び
汚
染

の
状
況
に
応
じ
た
除
染
方
針
に
基

づ
い
て
今
日
ま
で
除
染
活
動
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

原
発
事
故
当
時
の
放
射
線
量
と

比
較
し
て
除
染
が
確
実
に
進
み
、

私
た
ち
が
普
段
暮
ら
す
生
活
空
間

に
お
い
て
、
放
射
線
量
は
低
下
し
、

ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
状
況
は
解
消
さ

れ
て
い
る
と
私
は
理
解
し
て
い
ま

す
。 し

か
し
、
道
路
や
側
溝
（
枡
）
、

公
園
の
樹
木
等
の
一
部
に
は
、
ま

だ
高
い
放
射
線
量
が
残
っ
て
い
る

こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

後
も
放
射
線
量
の
高
い
所
は
市
が

引
き
続
き
、
除
染
活
動
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。 

特
に
、
道
路
の
側
溝
な
ど
、
す

べ
て
の
清
掃
は
終
わ
っ
て
は
い
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
、
測
定
を
業
者

に
委
託
し
な
が
ら
除
染
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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今
年
の
夏
、
三
年
ぶ
り
に
手
賀
沼

花
火
大
会
が
八
月
三
日
（
土
）
に

「
柏
・
我
孫
子
花
火
大
会
ｉ
ｎ
手

賀
沼
」
と
し
て
開
催
さ
れ
る
。
何

か
と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
い
中
で

一
時
の
清
涼
感
を
手
賀
沼
花
火
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
是
非
、

み
ん
な
で
出
掛
け
た
い
。
お
隣
の

利
根
町
納
涼
花
火
大
会
は
八
月
十

七
日
（
土
）
利
根
川
栄
橋
河
川
敷

が
会
場
と
な
る
。
毎
年
、
徳
満
寺

の
川
施
餓
鬼
－
灯
篭
流
し
も
夏
の

風
情
を
醸
し
出
し
て
く
れ
る
。
八

月
二
四
日
（
土
）
は
第
六
回
あ
び

こ
カ
ッ
パ
ま
つ
り
、
我
孫
子
駅
前

通
り
を
カ
ッ
パ
音
頭
で
大
行
進
、

カ
ッ
パ
ダ
ン
ス
や
仮
装
コ
ン
テ
ス

ト
も
楽
し
い
。
今
年
の
夏
は
地
元

の
祭
り
を
じ
っ
く
り
と
堪
能
す
る

こ
と
で
過
ご
し
た
い
。
▲
「
Ｆ
Ｈ

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ご
存
じ

で
す
か
？
（
Ｆ
Ｈ
と
は
布
佐
平
和

台
の
略
）
布
佐
平
和
台
自
治
会
は

少
子
高
齢
化
に
伴
う
課
題
を
解
決

す
る
た
め
に
専
門
委
員
会
を
設
置

す
る
よ
う
に
、
自
治
会
の
会
則
等

諮
問
委
員
会
か
ら
答
申
が
出
さ
れ
、

そ
れ
を
受
け
て
検
討
委
員
会
と
し

て
発
足
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

「
Ｆ
Ｈ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

あ
る
。
現
在
、
八
名
の
メ
ン
バ
ー

で
「
住
み
よ
い
ま
ち
」
を
目
指
し

て
、
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
「
ご
み

出
し
」
の
見
直
し
か
ら
自
治
会
の

在
り
方
な
ど
毎
月
、
第
四
土
曜
日

が
原
則
、
鋭
意
、
話
し
合
い
を
続

け
て
い
る
。
私
も
五
月
に
メ
ン
バ

ー
に
加
入
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
皆

さ
ん
の
自
分
た
ち
の
自
治
会
、
ま

ち
を
良
く
し
た
い
と
い
う
熱
い
気

持
ち
に
圧
倒
さ
れ
な
が
ら
も
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
進

む
中
で
担
い
手
の
不
足
、
理
事
・

役
員
の
任
期
の
短
さ
な
ど
で
中
長

期
的
な
検
討
が
難
し
い
な
ど
難
問

は
山
積
、
よ
り
多
く
の
メ
ン
バ
ー

が
加
入
し
て
Ｆ
Ｈ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
み
ん
な
で
楽
し
く
、

住
み
よ
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に

Ｆ
Ｈ
で
は
メ
ン
バ
ー
を
募
集
中
で

あ
る
。
▲
六
月
八
日
発
行
の
「
週

刊
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
、
我
孫
子

市
が
人
口
十
万
人
以
上
の
全
国
市

町
村
財
政
貧
乏
度
ラ
ン
キ
ン
グ
ワ

ー
ス
ト
二
位(
大
阪
府
河
内
長
野

市
が
ワ
ー
ス
ト
一
位)

で
あ
る
と

い
う
不
名
誉
な
記
事
が
掲
載
さ
れ

た
。
こ
れ
は
今
後
、
我
孫
子
市
は

働
き
盛
り
の
納
税
者
が
減
り
、
逆

に
年
金
収
入
を
生
活
の
柱
と
す
る

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
大
幅

に
増
加
、
市
の
収
入
が
激
減
す
る

こ
と
を
示
し
た
も
の
だ
。
厳
し
い

自
治
体
運
営
を
打
破
し
て
い
く
た

め
に
我
孫
子
市
が
行
う
こ
と
は
単

純
明
快
で
あ
る
。
納
税
額
が
多
い
、

働
き
盛
り
の
人
口
を
増
や
し
、
政

策
に
は
優
先
度
を
付
け
、
我
慢
で

き
る
こ
と
は
我
慢
し
長
期
の
借
入

金
を
減
ら
す
、
徹
底
し
た
行
財
政

改
革
の
断
行
で
経
常
経
費
を
削
減
、

未
来
の
我
孫
子
を
支
え
る
新
規
事

業
に
集
中
投
資
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。
「
言
う
は
易
く
行
う
は
難
し
」

デ
ト
ロ
イ
ト
市
も
破
産
し
た
。
今

や
る
べ
き
こ
と
は
今
行
う
。
不
断

の
強
い
改
革
姿
勢
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
▲
時
代
で
価
値
観
が
大
き

く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
私
の
若

い
頃
、
終
身
雇
用
で
右
肩
上
が
り

の
時
代
は
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
家
や

車
を
買
う
の
は
当
た
り
前
だ
っ
た
。

現
代
は
車
を
購
入
し
家
を
建
て
る

と
い
う
こ
と
が
人
生
の
目
標
に
は

な
ら
な
い
。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

変
わ
り
、
欲
し
い
も
の
は
買
う
が

高
く
な
る
か
ら
今
の
う
ち
に
買
っ

て
お
こ
う
と
す
る
若
者
は
少
な
い
。

物
価
が
上
が
る
こ
と
を
恐
れ
て
お

金
を
使
う
と
い
う
経
済
理
論
が
通

用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
」
の
基
本
的
な
考
え
方
は

物
価
が
上
昇
す
れ
ば
、
消
費
者
は

早
く
買
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
焦
っ

て
購
入
に
走
り
、
そ
の
結
果
、
消

費
が
伸
び
て
景
気
が
良
く
な
る
と

い
う
考
え
方
で
あ
る
。
果
た
し
て

そ
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
消
費
者

心
理
が
大
き
く
冷
え
込
む
こ
と
に

な
り
は
し
な
い
の
か
、
根
底
を
覆

す
よ
う
な
価
値
観
の
変
化
が
心
配

で
な
ら
な
い
。
▲
あ
る
べ
き
家
族

像
の
姿
も
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。

夫
婦
と
複
数
の
子
ど
も
が
そ
ろ
っ

て
い
る
の
が
家
族
の
基
本
で
あ
る
。

と
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
や(

共
稼
ぎ
で
子
ど
も

が
い
な
い)

Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
な
ど
家

族
の
形
は
多
様
で
よ
い
。
と
考
え

る
の
か
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
く

家
族
像
が
異
な
っ
て
き
て
い
る
。

あ
る
べ
き
家
族
像
を
何
処
に
置
い

て
、
政
治
を
行
っ
て
い
く
の
か
は
、

大
き
な
分
岐
点
と
な
る
。
価
値
観

が
変
化
し
て
い
る
現
実
を
的
確
に

捉
え
て
、
政
治
を
実
行
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
多
様
な
家

族
の
形
を
前
提
と
し
て
社
会
保
障

制
度
や
税
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
。

そ
し
て
血
縁
に
限
ら
な
い
社
会
の

つ
な
が
り
で
家
族
の
機
能
を
補
う

取
り
組
み
を
強
く
後
押
し
す
る
こ

と
が
今
、
政
治
に
求
め
ら
れ
て
い

る
。
そ
ん
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

 
 
 

 
 

宏 

印南 宏後援会 
〒270-1198 我孫子市日の出 1131 

（日本電気労働組合我孫子支部内） 

Tel ７１８４－２８６０ 

印南 宏 自宅 

布佐平和台７－１－１８ 

Tel ７１８９－１５９８ 
e-mail  hiroinabiko@kca.biglobe.ne.jp 
HP http://www7b.biglobe.ne.jp/~innami-hiroshi/ 
ﾌﾞﾛｸﾞ http://hiroshi4649.at.webry.info/ 

                                                   
私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

平

和

台

雑

感 

後援会討議資料         印南 宏レポート（第８５号）            平成２５年７月発行  

 
 


